
自
由
民
主
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟

第
15
回
総
会
を
開
催

副
会
長
、
支
部
長
及
び
常
設
委
員
会

委
員
等
を
選
任

全管連

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

９
月
２
日
（
木
）
総
務
部
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

９
月
28
日
（
火
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議
（
〃
）

10
月
14
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
三
重
）

10
月
18
日
（
月
）
第
３
４
８
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

10
月
27
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
香
川
）

〒170‐0004
東京都豊島区北大塚３－30－10
全管連会館　03（5981）8957

年間購読料：2,500円

２０２１年（令和３年）９月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７６０号（　）

　

令
和
三
年
三
月
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
全
国
全
職
種
平

均
値
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
踏
ま
え
た

「
特
別
措
置
」
を
実
施
。
九

年
連
続
、
前
年
度
比
一
・
二

％
（
平
成
二
十
四
年
度
比
五

三
・
五
％
）
の
上
昇
と
な
っ

て
い
る
。
特
別
措
置
と
は
前

年
度
を
下
回
っ
た
単
価
は
据

え
置
き
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
◆
配
管
工
で
は
、
北
陸

三
県
、中
国
五
県
、四
国
四
県

の
十
二
県
が
該
当
す
る
。
来

年
度
以
降
、
労
務
単
価
が
下

落
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
予
定
単
価
の
低
下
に
反

映
さ
れ
、
賃
金
抑
制
の
悪
循

環
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ

ま
で
本
会
で
は
、
労
務
単
価

に
会
員
企
業
の
実
勢
価
格
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
と
公
共

事
業
労
務
費
調
査
の
適
正
な

記
入
を
周
知
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
、
配
布
し
て
い

た
。◆
あ
る
政
権
の
時
に
は
、

単
価
が
上
が
る
じ
ゃ
な
い
か

と
お
叱
り
を
受
け
た
。
何
年

か
経
っ
て
、
別
の
政
権
の
時

に
は
、
実
勢
単
価
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
な
取
組
を
紹
介
す

る
か
ら
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

提
供
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
我
が
国
は
民
主
主

義
国
家
で
あ
る
。
本
会
一
万

五
千
社
の
関
係
各
位
の
力
添

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

建
設
分
野
特
定
技
能
一
号
評
価
試
験
模
擬
試
験　
　

２
面

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験
申
込
状
況　
　
　

３
面

全
管
連
第
三
十
二
期
常
設
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

３
面

令
和
三
年
度
給
水
装
置
工
事
配
管
技
能
検
定
会　
　

４
面

一
時
三
十
分
か
ら
、
東
京
都

豊
島
区
の
全
管
連
会
館
及
び

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
全
国
か
ら
理

事
九
十
五
名
が
出
席
（
う
ち

書
面
議
決
提
出
者
三
十
一

名
）
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
群
馬
県

支
部
の
役
員
変
更
に
よ
り
、

（
協
）
群
馬
県
機
械
設
備
工

業
会
の
後
閑
正
裕
副
理
事
長

が
補
充
選
任
さ
れ
た
。

　

理
事
会
は
、
司
会
者
よ
り

本
理
事
会
が
定
足
数
を
充
た

し
適
法
に
成
立
す
る
旨
の
報

告
の
の
ち
、
藤
川
会
長
が
議

長
に
就
任
し
議
事
に
入
っ

た
。

　

岩
野
理
事
よ
り
、「
第
一

号
議
案　

副
会
長
及
び
支
部

長
の
選
任
に
関
す
る
件
」、

「
第
二
号
議
案　

業
務
運
営

に
関
す
る
規
約
、
担
当
副
会

長
制
に
関
す
る
規
約
及
び
委

員
会
規
約
に
基
づ
く
担
当
理

事
並
び
に
委
員
の
選
任
に
関

す
る
件
」
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
議
決

さ
れ
た
（
三
面
の
常
任
委
員

会
一
覧
参
照
）。

　

次
に
岩
野
総
務
部
長
よ

り
、「
第
三
号
議
案　

名
誉

会
長
、
相
談
役
及
び
技
術
参

与
の
委
嘱
に
関
す
る
件
」
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
議
決
さ
れ
た
。

　

副
会
長
に
は
岩
手
県
連
の

佐
々
木
会
長
、
埼
玉
県
連
の

大
熊
副
会
長
、
兵
庫
県
連
の

角
田
会
長
、
愛
媛
県
連
の
櫻

井
会
長
が
新
た
に
選
任
さ
れ

　

本
会
の
臨
時
総
会
及
び
第

三
百
四
十
七
回
理
事
会
は
、

全
国
各
地
に
緊
急
事
態
宣
言

や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
八
月
二
十
六
日
、
午
後

た
。

　

ま
た
、定
款
第
三
十
条（
副

会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順
位
に

従
い
、そ
の
職
務
を
代
理
し
、

会
長
欠
員
の
と
き
は
そ
の
職

務
を
行
う
。） 

に
基
づ
き
、

そ
の
順
位
は
、
第
一
位
に
臼

倉
副
会
長
、
第
二
位
に
原
総

務
担
当
副
会
長
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
穂
刈
技
術
担
当
副

会
長
（
愛
知
県
連
会
長
）
が

六
部
会
担
当
副
会
長
に
新
た

に
選
任
さ
れ
た
。

　

水
道
広
域
化
、
官
民
連
携

の
推
進
に
よ
り
、
包
括
委
託

な
ど
の
官
民
連
携
は
ま
す
ま

す
促
進
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
地
元
組
合
が

受
注
し
て
き
た
諸
々
の
委
託

事
業
は
、
そ
の
受
注
契
約
先

が
ど
う
な
る
の
か
、
さ
ら
に

は
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
適
正

利
潤
が
確
保
で
き
な
い
レ
ベ

ル
ま
で
委
託
費
が
下
が
る
事

態
が
起
き
る
可
能
性
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

地
域
貢
献
等
の
実
績
を
踏
ま

え
、
地
元
に
精
通
し
、
多
く

の
技
術
者
・
技
能
者
を
育
成

し
、
災
害
時
に
は
い
ち
早
く

復
旧
活
動
等
に
従
事
し
て
い

る
地
域
組
合
及
び
地
元
業
者

に
対
し
、
優
先
し
て
業
務
が

発
注
さ
れ
る
よ
う
関
係
者
へ

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

４
．
悪
質
業
者
の
排
除
に
つ

い
て

　

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
悪
質
な
工
事
業

者
の
存
在
は
、
適
正
な
競
争

を
妨
げ
、
工
事
の
適
正
な
施

工
の
確
保
に
支
障
を
き
た
す

と
と
も
に
、
技
術
力
・
経
営

力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る

優
良
な
工
事
業
者
の
意
欲
を

削
ぎ
、
ひ
い
て
は
国
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
阻
害
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

管
工
事
業
の
社
会
的
イ
メ
ー

ジ
を
低
下
さ
せ
、
若
年
者
の

入
職
に
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
悪
質
工
事
業

者
の
排
除
を
推
進
す
る
た

め
、
指
定
工
事
事
業
者
の
更

新
制
度
を
的
確
に
運
用
す
る

と
と
も
に
、
不
正
行
為
に
対

す
る
監
督
処
分
等
の
厳
正
な

対
応
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
関

係
者
の
ご
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

川崎議連会長に要望書を手渡す
原副会長（中央左）

　

自
由
民
主
党
の
水
道
事
業

促
進
議
員
連
盟
（
会
長
・
川

崎
二
郎
氏
）
は
八
月
二
十
四

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
衆

議
院
第
二
議
員
会
館
で
第
十

五
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、川
崎
議
連
会
長
、

田
村
憲
久
同
顧
問
（
厚
生
労

働
大
臣
）、
盛
山
正
仁
同
幹

事
長
、
務
台
俊
介
同
事
務
局

べ
き
若
手
者
の
入
職
確
保
に

苦
労
し
て
お
り
、
持
続
可
能

性
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で

す
。
引
き
続
き
、災
害
対
応
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
の
役
割
を
果
た
し
続

け
る
た
め
に
は
、
働
き
方
改

革
（
長
時
間
労
働
の
是
正
、

給
与
・
社
会
保
険
の
整
備
、

生
産
性
向
上
）
の
取
組
を
一

段
と
強
化
し
、
適
正
利
潤
を

確
保
で
き
る
環
境
整
備
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
配
水
管
等

の
工
事
発
注
に
当
た
っ
て

は
、
週
休
二
日
の
確
保
等
の

た
め
に
施
工
時
期
の
平
準

化
、
適
正
工
期
の
確
保
を
進

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
民
間
工
事
に
お
い
て
も

担
い
手
三
法
に
準
じ
た
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
水
道
広
域
化
・
官
民
連

携
に
伴
う
地
域
組
合
、
地
元

企
業
の
活
用
支
援
に
つ
い
て

第347回
理事会

長
を
は
じ
め
と
し
た
国
会
議

員
や
厚
生
労
働
省
の
浅
沼
一

成
大
臣
官
房
生
活
衛
生
・
食

品
安
全
審
議
官
、
熊
谷
和
哉

水
道
課
長
、
経
済
産
業
省
の

門
松
貴
大
臣
官
房
審
議
官
、

田
辺
雄
史
商
務
情
報
政
策
局

情
報
産
業
課
室
長
が
出
席
し

た
。

　

水
道
関
係
四
団
体
（
全
管

し
、
令
和
四
年
度
水
道
関
係

予
算
等
に
関
す
る
要
望
書
に

基
づ
き
要
望
事
項
を
述
べ

た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

１
．
令
和
四
年
度
水
道
関
係

当
初
予
算
の
満
額
確
保
に
つ

い
て

　

老
朽
水
道
管
の
緊
急
更
新

を
推
進
す
る
た
め
に
令
和
四

年
度
予
算
に
お
い
て
十
分
な

額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
補

助
対
象
内
容
の
拡
充
、
補
助

率
の
改
善
な
ど
に
よ
り
水
道

事
業
者
が
よ
り
活
用
し
や
す

い
制
度
に
な
る
よ
う
指
導
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
工
事

請
負
費
に
係
る
積
算
基
準
の

充
実
に
つ
い
て
も
お
願
い
し

ま
す
。

２
．
施
工
時
期
の
平
準
化
、

適
正
工
期
の
確
保
に
つ
い
て

　

我
々
管
工
事
業
者
は
、
建

設
業
界
全
体
と
同
様
に
、
高

齢
者
の
大
量
離
職
が
見
込
ま

れ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
補
う

藤川会長

連
、
日
本
水
道
協

会
、
全
国
簡
易
水

道
協
議
会
、
日
本

水
道
工
業
団
体
連

合
会
）
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
行
わ

れ
、
本
会
か
ら
は

原
総
務
担
当
副
会

長
（
神
奈
川
県
連

会
長
）、
粕
谷
専

務
理
事
が
出
席



配
管
職
種　

特
定
技
能
１
号
評
価
試
験

・
11
月
25
日
に
東
京
都
立
多
摩
職
業
能
力

　
開
発
セ
ン
タ
ー
で
国
内
試
験
を
開
催
へ

・
本
番
へ
向
け
、
万
全
の
体
制
を
整
え
る
た
め

　「
試
行
」（
模
擬
試
験
）
を
実
施

全管連

実技試験完成課題

２０２１年（令和３年）９月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７６０号 （　）

問題をよんで、ただしいものは○、まちがっているものは×をえらん
でください。

１．玉形弁の特徴の一つに、「流量の調整に適している」が、あります。
（たまがたべん の とくちょう の ひとつ に、 「りゅうりょう の ちょ
うせい に てきしている」 が、 あります。）
こたえ：○
２．硬質ポリ塩化ビニル管の切断は、管軸に対して、斜めに、行います。
（こうしつ ぽり えんか びにる かん の せつだん は、 かんじ
く に たいして、 ななめ に、おこないます。）
こたえ：×
３．配管の漏えい試験は、塗装の前に、行います。
（はいかん の ろうえいしけん は、 とそう の まえ に、 おこないま
す。） 
こたえ：○
４．グラインダ作業では、保護メガネを着用します。
（ぐらいんだ さぎょう では、 ほご めがね を ちゃくよう します。）
こたえ：○
５．空気調和・衛生工学会規格（SHASE-S）によれば、下の図は、
逃し弁を表す記号です。
（くうき ちょうわ・えいせい こうがっかい きかく（SHASE-S）
に よれば、 した の ず は、 のがしべん を あらわす きごう です。）

こたえ：×
６．排水管は、管径が、大きいほど、こう配も大きくします。
（はいすいかん は、 かんけい が、 おおきい ほど、こうばい も おお
きく します。）
こたえ：×

２
　

配
管
職
種
に
お
け
る
令
和

三
年
度
特
定
技
能
一
号
評
価

試
験
が
、
今
年
十
一
月
二
十

五
日
に
東
京
都
立
多
摩
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定

し
、（
一
社
）
建
設
技
能
人

材
機
構
（
略
称
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
よ

り
正
式
に
公
表
さ
れ
た
。

　

配
管
職
種
と
し
て
初
め
て

と
な
る
本
評
価
試
験
は
、
当

初
、
令
和
二
年
度
に
ベ
ト
ナ

ム
ハ
ノ
イ
で
開
催
を
計
画
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
令
和
三
年
度
も
海
外
で

の
実
施
は
困
難
と
判
断
し
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
協
議
の
上
、
国
内

試
験
へ
切
り
替
え
て
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
国
内
試
験
に
お
け

る
受
験
対
象
者
は
、
配
管
職

種
以
外
で
技
能
実
習
生
と
し

て
入
国
し
配
管
へ
の
転
職
を

希
望
す
る
者
や
留
学
生
等
。

ま
た
、
受
験
者
の
募
集
・
受

付
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
行
い
、
当
日

の
実
技
試
験
等
の
運
営
を
全

管
連
が
協
力
す
る
形
で
実
施

さ
れ
る
。

　

こ
の
国
内
試
験
は
、
海
外

で
実
施
す
る
特
定
技
能
試
験

と
違
っ
て
、
受
験
生
に
対
す

る
事
前
の
教
育
訓
練
は
行
わ

れ
な
い
。
従
っ
て
、
受
講
者

が
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に

は
、
独
学
に
よ
る
勉
強
が
必

要
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え

て
、
こ
の
度
、
八
月
五
日
に

模
擬
試
験
の
実
施
を
本
会
場

と
な
る
東
京
都
立
多
摩
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
実
施
し
た
。

　

模
擬
試
験
は
、
外
国
人
技

能
実
習
生
等
六
名
の
方
々
に

協
力
を
頂
き
、
実
技
試
験
に

取
り
組
ん
だ
。
今
後
は
、
模

擬
試
験
を
踏
ま
え
、
本
試
験

へ
の
準
備
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
。

　

本
試
験
は
、「
学
科
試
験

問
題
」「
実
技
試
験
」
を
受

験
す
る
が
、「
学
科
試
験
問

題
」
の
サ
ン
プ
ル
問
題
は
別

紙
１
の
通
り
公
表
し
て
お

松本技術副部長（写真中央）による挨拶

模擬試験風景

り
、
テ
キ
ス
ト
も
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
る
。
ま

た
、
実
技
試
験
は
課
題
を
公

表
（
別
紙
２
）
し
て
い
る
。

試
験
は
両
試
験
に
合
格
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
建
設
分
野
特
定
技
能
１
号

技
能
評
価
試
験
　
受
験
概
要

主
催
（
一
社
）
建
設
技
能
人

材
機
構

協
力　

全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会

１
．
試
験
の
目
的

　

本
試
験
は
、
国
交
省
が
定

め
る
「
建
設
分
野
特
定
技
能

一
号
技
能
評
価
試
験
実
施
要

領
」
に
基
づ
き
、
特
定
技
能

一
号
外
国
人
と
し
て
必
要
な

技
能
水
準
を
満
た
し
て
い
る

か
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.m
lit.

go.jp/totikensangyo/

const/content/

001338632.pdf

２
．
試
験
対
象
職
種

配　

管

３
．
試
験
日
程

令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日

（
木
）

４
．
試
験
会
場

　

東
京
都
立
多
摩
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー　

　

〒
一
九
六
―
○
○
三
三　

東
京
都
昭
島
市
東
町
三
―
六

―
三
三

５
．
受
験
定
員

　

三
十
名
程
度
を
想
定

　

※
定
員
を
上
回
っ
た
場

合
、
受
験
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

６
．
試
験
内
容

　

本
評
価
試
験
は
、
国
交
省

が
定
め
た
建
設
分
野
特
定
技

能
評
価
試
験
実
施
要
領
に
従

い
、
学
科
試
験
お
よ
び
実
技

試
験
に
よ
り
行
い
ま
す
。
実

技
試
験
問
題
は
、
事
前
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

試
験
範
囲
お
よ
び
実
技
試

験
問
題
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、（
一
社
）
建
設
技
能
人

材
機
構
の
試
験
案
内
Ｈ
Ｐ
を

参
照
の
こ
と
。

h
ttp
s
:/
/
ja
c
-s
k
ill.

or.jp/exam
.htm
l

（
日
本

語
）

h
ttp
s
:/
/
ja
c
-s
k
ill.

or.jp
/exam

_en.htm
l

（
英
語
）

７
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

①
当
日
は
現
地
で
検
温
し
、

発
熱
が
あ
れ
ば
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

②
試
験
会
場
で
は
、
感
染
予

防
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他
、
現
地
会
場
の
指

示
に
従
っ
て
入
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、

以
下
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

て
、
必
要
な
入
構
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
構
手
続
き
窓
口
〉

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

n
_
n
a
k
a
m
u
r
a
@

zenkanren.or.jp

電
話
番
号
：
○
三
―
五
九
八

一
―
八
九
五
七

窓
口
担
当
者
：
全
国
管
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会　

仲
村

信
慶

④
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
試
験
が
実
施

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

８
．
実
技
試
験
実
施
上
の
安

全
に
つ
い
て

　

実
技
試
験
は
、
作
業
試
験

に
て
行
い
ま
す
の
で
、
危
険

が
伴
い
ま
す
。
服
装
・
安
全

装
備
も
含
め
、
採
点
官
が
安

全
に
実
施
で
き
な
い
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
試
験

実
施
を
止
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
採
点
官
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
合
、
不
安
全
行
動
と
判
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
試
験
は

不
合
格
と
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

９
．
受
験
前
の
準
備

　

受
験
前
の
準
備
と
し
て
、

事
前
に
、
実
技
試
験
の
実
施

例
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
こ

と
、
学
科
試
験
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
操

作
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

◯
実
技
試
験　

実
施
例
ビ
デ

オ　

https://zenkanren

.jp/tokuteiginou/

◯
学
科
試
験　

Ｃ
Ｂ
Ｔ
操
作

体
験　

m
c
-p
lu
s.jp

/
e
x
a
m
/

trial/

（別紙１） サンプル学科問題
特定技能１号技能評価試験（配管）

（別紙２）



給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

　

約
１
万
４
０
０
０
名
が
申
込
み

︱　

10
月
24
日　

全
国
８
地
区
で
実
施
へ
　
︱

令和３年度

第32期　常設委員会

３ ２０２１年（令和３年）９月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７６０号（　）
　

３
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

水
道
産
業
新
聞
社
に

よ
る
防
災
週
間
特
集
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
神

奈
川
県
管
工
事
業
協
同
組
合
に

て
行
わ
れ
、
原
災
害
対
策
担
当

副
会
長
、
上
田
局
長
が
出
席
し

た
。

　

４
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
時
三
十
分
よ
り
、

東
京
都
新
宿
区
の
Ａ
Ｐ
西
新
宿

に
て
行
わ
れ
、金
子
達
之
輔
氏
、

渡
邉
弘
幸
氏
が
出
席
し
た
。

　

５
日　

建
設
分
野
特
定
技
能

一
号
評
価
試
験
（
配
管
）
に
お

け
る
模
擬
試
験
が
午
後
一
時
よ

り
、
東
京
都
昭
島
市
の
多
摩
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
、
原
総
務
担
当
副
会
長
、

松
本
技
術
副
部
長
、
金
子
達
之

輔
氏
、
阿
部
技
術
参
与
、
茨
木

技
術
参
与
、
綱
田
健
志
氏
、
粕

谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局

長
、
佐
藤
次
長
、
依
田
主
任
、

仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

　

17
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

国
土

交
通
省
の
優
秀

施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
審

査
委
員
会
が
書
面
に
て
開
催
さ

れ
、
藤
川
会
長
が
出
席
し
た
。

　

21
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
・
部
会
長
会
議

が
午
前
九
時
よ
り
、
第
百
二
十

八
回
理
事
会
が
正
午
よ
り
、
第

二
十
五
回
通
常
総
会
が
午
後
二

時
よ
り
、
第
百
二
十
九
回
理
事

会
が
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、

大
分
県
大
分
市
の
ホ
テ
ル
日
航

大
分
に
て
行
わ
れ
、佐
藤
次
長
、

依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

23
日　

令
和
三
年
浄
化
槽
設

備
士
試
験
試
験
委
員
会
（
第
二

回
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
十
時
よ

り
行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席

し
た
。

　

24
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

自
由
民
主
党
水
道
事

業
促
進
議
員
連
盟
第
十
五
回
総

会
が
正
午
よ
り
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

に
て
行
わ
れ
、
原
総
務
担
当
副

会
長
、
粕
谷
専
務
、
鈴
木
課
長

が
出
席
し
た
。

　

26
日　

臨
時
総
会
及
び
第
三

百
四
十
七
回
理
事
会
が
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
豊
島

区
の
全
管
連
会
館
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
敬

称
略
・
順
不
同
）

　

会
長
・
藤
川
、
副
会
長
・
臼

倉
、
佐
藤
、
佐
々
木
、
大
熊
、

宮
崎
、
原
、
加
藤
、
穂
刈
、
馬

場
、
前
田
、
角
田
、
髙
橋
、
櫻

井
、
藤
、
岩
永
、

理
事
・
部
長
・

岩
野
、
石
田

（
賢
）、
和
田
、

藤
原
、
鹿
野
、

松
本
、
理
事
・
坂
本
、
星
、
井

上
、
太
田
、
白
田
、
池
田
、
中

村
、後
閑
、岡
本
、石
田
（
隆
）、

中
嶋
、
丸
山
、
五
十
嵐
、
上
杉
、

渡
辺
、
星
野
、
小
柳
、
金
内
、

茗
荷
谷
、
冨
田
、
永
野
、
大
野
、

鎌
田
、服
部
、荒
川
、岡
田（
明
）、

川
島
、
谷
口
、
木
村
、
水
野
、

髙
井
、
高
原
、
宇
田
川
、
北
野
、

中
川
、
宮
本
、
篠
野
、
上
村
、

工
藤
、仲
田
（
一
）、専
務
理
事
・

粕
谷
、
常
務
理
事
・
松
本
、
監

事
・
渡
邊
。

　

同
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
令
和
三
年
度
第
二
回
運

営
委
員
会
が
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
中
央
区
の
空
衛

会
館
に
て
行
わ
れ
、
安
田
技
術

参
与
、
阿
部
技
術
参
与
、
仲
村

主
任
が
出
席
し
た
。

　

31
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
五
十
九
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
五

回
配
管
分
科
会
が
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連

会
館
に
て
行
わ
れ
、
金
子
達
之

輔
氏
、
渡
邉
弘
幸
氏
、
依
田
主

任
、
仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

４
、
車
の
来
場
は
禁
止
。

　

合
格
者
の
発
表
は
、
十
一

月
三
十
日
（
火
）
午
前
十
時

に
、
厚
生
労
働
省
及
び
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団
の
掲
示

場
に
そ
の
受
験
番
号
を
掲
示

し
て
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

　

合
格
者
に
は
合
格
証
書
が

郵
送
さ
れ
る
。
全
試
験
科
目

の
出
題
数
は
六
十
問
で
変
わ

ら
な
い
が
、
令
和
二
年
度
か

ら「
給
水
装
置
の
概
要
」の
十

問
が
十
五
問
に
、「
給
水
装

置
施
工
管
理
法
」
の
十
問
が

五
問
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
七
月
号
に
試
験
直
前
対
策

と
し
て
、「
出
題
傾
向
の
分

析
」を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

ご
活
用
さ
れ
た
い
。

経
営
事
項
審
査
の
改
正
と

「
登
録
経
理
講
習
」
に
つ
い

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
が
十
月
二
十
四
日

（
日
）
に
実
施
す
る
令
和
三

年
度
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
試
験
の
受
験
申
込
者
数

は
、
八
月
二
十
七
日
現
在
、

約
一
万
四
千
名
と
な
る
見
込

み
（
令
和
二
年
度
は
一
万
三

千
四
百
十
八
名
）。

　

令
和
三
年
度
試
験
は
、
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、

関
西
、
中
国
四
国
、
九
州
、

沖
縄
で
実
施
さ
れ
る
。
試
験

会
場
は
九
月
上
旬
を
目
途
に

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
そ
の
後
受
験
票
に

記
載
さ
れ
郵
送
さ
れ
る
。
な

お
、
そ
の
際
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
も
同
封

さ
れ
る
。
そ
の
他
緊
急
の
お

知
ら
せ
が
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.

kyuukou.or.jp

）
に
掲
載

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注

意
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
受
験
に
当
た
っ
て

の
注
意
事
項
は
次
の
と
お

り
。

◇
受
験
に
当
た
っ
て
の
注
意

事
項

１
、
受
験
票
は
試
験
当
日
必

ず
持
参
す
る
こ
と
。
受
験
票

を
持
参
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
受
験
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。

２
、
筆
記
用
具
等
の
持
参
。

３
、
昼
食
の
持
参
（
試
験
会

場
の
近
く
に
は
食
堂
が
少
な

い
の
で
注
意
す
る
こ
と
）。

訃
報　

本
会
元
相
談
役

藤
枝
金
三
氏　

ご
逝
去

　

本
会
元
副
会
長
、
元
茨
城

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
会
長
、
元
土
浦
市
指
定
上

下
水
道
協
同
組
合
理
事
長
の

藤
枝
金
三
氏
が
、
さ
る
一
月

五
日
に
逝
去
さ
れ
た
と
常
盤

工
事
（
株
）
が
八
月
二
日
付

の
社
告
で
通
知
し
た
。
享
年

八
十
六
歳
。

て
　
　
　
　

建
設
業
振
興
基
金

 　
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
は
八
月
十
八
日
付
で
、
本

会
を
含
む
各
建
設
業
団
体
宛

に
標
記
に
つ
い
て
通
知
し

た
。

　

概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。

　

な
お
、
詳
細
は
、
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ

ク
ス
（
八
月
十
八
日
付
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

本
年
四
月
の
経
営
事
項
審

査
の
改
正
に
よ
り
、
登
録
経

理
試
験
合
格
者
（
一
級
建
設

業
経
理
士
及
び
二
級
建
設
業

経
理
士
）
の
継
続
教
育
を
目

的
と
し
た 

「
登
録
経
理
講

習
」 

が
創
設
さ
れ
、
登
録
経

理
試
験
の
合
格
後
五
年
を
経

過
し
た
者
は
登
録
経
理
講
習

を
受
講
し
な
け
れ
ば
、
経
営

事
項
審
査
の
評
価
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
令
和
五 

年
三
月
ま
で
は
、
経
過
措
置

が
適
用
さ
れ
、
従
来
ど
お
り

合
格
者
が
す
べ
て
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

な
お
、
当
財
団
が
従
来
実

施
し
て
い
た
「
建
設
業
経
理

士
登
録
講
習
会
」
の
修
了
者

は
、
経
営
事
項
審
査
に
お
い

て
登
録
経
理
講
習
を
修
了
し

た
者
と
同
等
に
取
り
扱
わ
れ

る
。

　

故
藤
枝
金
三
氏
は
平
成
十

七
年
七
月
か
ら
同
十
九
年
七

月
ま
で
本
会
副
会
長
、
平
成

二
十
一
年
六
月
か
ら
同
二
十

五
年
六
月
ま
で
相
談
役
を
つ

と
め
ら
れ
、
平
成
四
年
七
月

に
は
建
設
大
臣
表
彰
、
同
六

年
四
月
に
は
黄
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
る
な
ど
本
会
並
び
に

業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
。

　

故
人
の
葬
儀
・
告
別
式
は

一
月
十
二
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み

て
家
族
葬
と
し
て
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

衷
心
よ
り
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

訃
報　

本
会
元
相
談
役

蒼
森
照
之
氏　

ご
逝
去

　

本
会
元
理
事
、
元
宮
崎
県

管
工
事
協
同
組
合
連
合
会
理

事
長
、
元
宮
崎
管
工
事
協
同

組
合
理
事
長
の
蒼
森
照
之
氏

は
、
さ
る
八
月
十
二
日
に
逝

去
さ
れ
た
。享
年
八
十
四
歳
。

　

故
蒼
森
照
之
氏
は
昭
和
六

十
一
年
六
月
か
ら
平
成
二
十

六
年
七
月
ま
で
本
会
理
事
、

平
成
二
十
六
年
十
月
か
ら
同

二
十
九
年
七
月
ま
で
相
談
役

を
つ
と
め
ら
れ
、
平
成
九
年

十
一
月
に
は
黄
綬
褒
章
、
同

十
九
年
四
月
に
は
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
る
な
ど
本
会

並
び
に
業
界
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
。

　

故
人
の
葬
儀
・
告
別
式
は

八
月
十
四
日
に
家
族
葬
と
し

て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
娘
婿
の
下
水
流

靖
紀
様
。

　

衷
心
よ
り
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

全
管
連
の
う
ご
き

８月
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　（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
に
お
い
て
は
、
令

和
三
年
度
給
水
装
置
工
事
配

管
技
能
検
定
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

「
事
業
の
運
営
の
基
準
」
と

し
て
、
水
道
法
施
行
規
則
第

三
十
六
条
第
二
号
に
、
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
技
能
を
有
す
る

者
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
適
切
な
技
能
を

有
す
る
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者

及
び
水
道
事
業
者
の
い
ず
れ

令和３年度

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
も
同
検
定
会

を
別
表
の
と
お
り
全
管
連
及

び
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

の
後
援
の
も
と
に
実
施
す

る
。

　
こ
の
検
定
会
の
実
施
に
際

し
て
は
、
全
管
連
都
道
府
県

支
部
が
協
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
検
定
会
日
程
を
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
ご
参
照

下
さ
い
。

https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

　

検
定
会
の
ご
案
内

︱
厚
労
省
事
務
連
絡
に
基
づ
く

　

配
水
管
へ
の
分
水
栓
の
取
り
付
け
、

　

配
水
管
の
せ
ん
孔
技
能
取
得
を
︱

第
53
回
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
の
開
催
中
止
に
つ
い
て

　
東
京
管
工
機
材
商
業
協
同

組
合

 

　
東
京
管
工
機
材
商
業
協
同

組
合
（
管
機
商
、
理
事
長
・

向
山
英
雄
氏
）
は
、
十
月
六

日
～
八
日
の
三
日
間
に
わ
た

り
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
た
第
五
十
三
回
管
工
機

材
・
設
備
総
合
展
の
中
止
を

決
定
し
た
と
発
表
し
た
。

　
今
夏
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
激
な
感
染

拡
大
等
の
状
況
を
鑑
み
、
昨

年
度
の
第
五
十
二
回
に
続
き

二
年
連
続
の
中
止
と
な
る
。

　
な
お
、
次
回
の
令
和
四
年

度
の
第
五
十
四
回
設
備
展

は
、
東
京
都
管
工
事
工
業
協

同
組
合
（
理
事
長
・
宮
崎
文

雄
氏
）
の
主
催
に
よ
り
、
令

和
五
年
度
の
第
五
十
五
回
は

管
機
商
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
る
予
定
。

「全国標準検定」及び「地域オプション検定」の検定課程
検定種別 受検資格 検定内容

１．全国標準検定 給水装置工事の実務経験を
２年以上有する者

「サドル付分水栓による配水管（口径75mmダクタイル鋳
鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（３管種）の
切断・接合・組立・水圧試験」
　ただし、給水管の接合に関する資格を既に有する者は、
給水管の切断・接合・組立を免除することができる。

２　ポリエチレン管検定

給水装置工事配管技能検定 
（全国標準検定等）合格者
及び給水装置工事配管技能
者認定者

「水道配水用ポリエチレン管へのサドル付分水栓（鋳鉄
製）の取付け・分岐穿孔・水圧試験」及び融着接合・水圧
試験」」

３．地域オプション検定
　　（開催都道府県水道事業体の必要に応じて実施する。）

⑴ダクタイル鋳鉄管配管

給水装置工事配管技能検定
（全国標準検定等）合格者
及び給水装置工事配管技能
者認定者

「給水管（口径75mmのダクタイル鋳鉄管）の切断・接
合・組立・水圧試験」

⑵給水管(ステンレス鋼鋼管）
　配管コース

給水装置工事の実務経験を
２年以上有する者

「サドル付分水栓による配水管（口径75mmダクタイル鋳
鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（水道用波状
ステンレス鋼鋼管、ステンレス鋼鋼管を含む５管種）の接
合・組立・水圧試験」

⑶甲型分水栓取付工法－Ⅱ 同　上

「甲型又は乙型分水栓による配水管（口径75mmダクタイ
ル鋳鉄管）の分岐穿孔・水圧試験」及び「給水管（３管
種）の切断・接合・組立・水圧試験」
　ただし、給水管の接合に関する資格を既に有する者は、
給水管の切断・接合・組立を免除することができる。

令和３年度　給水装置工事配管技能検定会の開催日程
令和３年８月30日現在

№ 都道
府県 会場 会場所在地 開催期日 検定会種類

1 埼玉 埼玉県管工事会館 さいたま市中央区下落合４－１４－１１ 令和３年９月１１日（土） 全国標準（B）

2 千葉 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町２３８５－７ 令和３年９月�１６日（木）
全国標準（B）
ポリエチレン
管

3 愛媛 松山市管工事業協同組合 松山市美沢２－７－４８ 令和３年９月２４日 （金） 全国標準（A）

4 京都 京都市上下水道局太秦庁舎　研修施設 京都市右京区太秦安井一町田町
14 番地 令和３年９月２５日（土）

全国標準（A）
ステンレス配
管

5 山梨 甲府市上下水道局　平瀬浄水場 甲府市平瀬町４３７－３ 令和３年９月２５日（土） 全国標準（B）

6 山口 宇部管工事協同組合会館 宇部市大字善和２０３番地１１８ 令和３年１０月２日（土） 全国標準（A）

7 福岡 福岡市水道技術研修所 福岡市西区大字羽根戸４８６番地 令和３年１０月５日（火） 全国標準（A）

8 山形 山形市上下水道施設管理センター
（３階研修室） 山形市南石関２７番地 令和３年１０月１４日（木） 全国標準（A）

9 富山 富山市管工事協同組合会館 富山市城川原２－９－１０ 令和３年１０月１４日（木） 全国標準（A）

10 新潟 新潟市水道局水道研修センター 新潟市中央区関屋下川原町１－３－３ 令和３年１０月１６日（土） 全国標準（A）

11 青森 八戸圏域水道企業団技術研修センター 八戸市沢里古宮５－２ 令和３年１１月６日（土） 全国標準（A）

12 滋賀 （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 大津市光が丘町３－１３ 令和３年１１月６日（土） 全国標準（A）

13 広島 広島市指定上下水道工事業協同組合 広島市西区商工センター８－３－２７ 令和３年１１月�６日（土）
７日（日） 全国標準（A）

14 佐賀 佐賀市上下水道局神野第二浄水場 佐賀市卸本町３－１ 令和３年１１月６日（土） 全国標準（A）

15 岩手 花巻職業訓練協会 花巻市二枚橋５地割６番地２２ 令和３年１１月１２日（金） 全国標準（A）

16 静岡 静岡市上下水道局門屋浄水場 静岡市葵区門屋９９ 令和３年１１月１８日（木） 全国標準（A）

17 香川 香川県広域水道企業団　川添浄水場 高松市東山崎町 1331 令和３年１１月２７日（土） 全国標準（A）

18 秋田 秋田市上下水道局　仁井田浄水場 秋田市仁井田字新中島２２１－２ 令和４年２月１７日（木） 全国標準（A）

19 兵庫 三田建設技能研修センター　実習場 三田市香下２１２２ 令和４年３月５日（土） 全国標準（A）

20 奈良 奈良県立高等技術専門校 磯城郡三宅町石見４４０ 令和４年３月１３日（日） 全国標準（A）

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期される場合があります。

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円
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通
常
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全
国
大
会
・
懇
親
会
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６
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水
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整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進


